
科学技術による万全な安全対策お
よび混雑解消と、従来にみられな
い大会運営サービスの仕組み

選手、観客、来訪者等、安全・安心は
絶対条件。さらに、観客等がストレス
もなく、感動するサービスの提供

安全・安心なまちづくりや人が流れや
すい都市構造等の知見を持って、地域
活性、地域のまちづくりに反映

ビッグデータでヒトの流れをスムーズにし、安全で快適なおもてなしを

Big data & Sensing Innovation 2020
移動最適化システム

2020年に向けたコンセプト

知識社会・情報化社会及びグローバル
化の爆発的に進展する中、我が国にお
いても科学技術をスマート化やシステ
ム化等分野横断的に取り組み、世界に
先んじたイノベーションを創出する必
要がある

新たな価値を提供するための「サイバーフィ
ジカルシステム」プラットフォームの確立
各種センサーによる実世界モニタリングにより取得されたビック
データを用いた「サイバーフィジカルシステム」を確立し、効率
的・省エネなまちづくり、人材活用や物流の 効率化によるサービ
ス等の品質向上、災害時の安全な避難 誘導やテロ対策等により、
世界に先んじた社会システム効率化、新産業の創出、安全・安心
の確保等を実現する

人や物のセンシング、モニタリングか
ら得られた情報について、ネットワー
ク化・ビックデータ解析を行い、人や
物の流動を効率的なものとして、大会
において安全・安心を実現するととも
に、快適な「おもてなし」を実現する

3つの手段

ソーシャルインパクト 大会ホスピタリティ シェアードバリュー

「サイバーフィジカルシステム」による安全・安心の実現
及び快適な「おもてなし」の実現

社会情勢／社会課題 長期ビジョン 東京大会での役割

3つの手段

2020年に向けたコンセプト
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移動ルートや街の
リコメンド情報がわかる

会場内外の混雑度を事前に予測す
ることで、施設管理者として安全
で効率的なイベント運営を実現

会場周辺の住民にスマホアプリ等
を通じて事前に混雑度予測を通知
することで、イベントによる混雑
を避けた生活を送ることが可能

障がい者の移動を
先読みサポート

「サイバーフィジカルシステム」は都市の人や物の動きを収集・解析することで
実世界の効率化や新たな価値創造に貢献します。

センシング情報をもとにした実世界における
安心・安全や快適なおもてなしが
以下のような場所で提供されます。

人や物のセンシングから得られた情報について、ネットワーク化・ビッグデータ解析を行い、
安全・安心を実現するとともに快適な「おもてなし」を実現する

ありたい姿と
成果イメージ

技術の概要

公共交通機関／街の中Scene 1

会場等のイベント施設周辺Scene 2
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既設カメラのリアルタイム画像の
解析により、会場から駅の間の群
衆密度（人数）を推定
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移動最適化システムに関する実証実験（１／２）

想定より商業施設の方に混雑が集
中しそうだ
⇒ 館内放送で案内周知しよう!

想定より早めに駅が混雑しそうだ

⇒ 早めに誘導員を配置しよう!

カメラ

【改札通過人数予測】

【改札待ち人数予測情報】

計測情報とシミュレーションにより現在の
混雑状況を把握、将来を予測

4人

人数
情報

携帯電話
基地局

人数
情報

駅など公共交通機関
携帯電話ネットワークの仕組みよ
り、会場周辺の人数を推計

周辺の公共交通機関や商業施設など関係
者へ情報提供・共有

今回の実証実験 将来の取組
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概要
Ø 既設警備カメラのカメラ画像から推定した群衆密度と、携帯電話網から得られた周辺の人数情報とを合わせ、混雑度予測シス

テムにより、近未来の会場周辺の混雑度を予測。

さいたま新都心のさいたまスーパーアリーナから最寄駅間において、混雑度計測・予
測に関する実証実験を行い、イベント当日運営における効果（活用可能性）を検証

2020年に
向けた取組

運営への
活用

1000人 1500人

750人 25人

写真出典：国土地理院ウェブサイト（http://www.gsi.go.jp/jp/index.html） 地理院タイル（空中写真）及びベクトルタイルを加工して作成
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2020年における実用化の姿

Ø イベント会場等の施設周辺や最寄りの公共交通機関へのルート上におい
て、施設管理者等が事前に混雑を予想し、スムーズな来場者の誘導や警
備員配置等の混乱防止対策へ活用。

Ø 混雑予想状況をスマホなどで公共交通機関利用者や周辺住民へ配信し、
混雑を避けたルート選定を可能とする。

実用化に向けた課題と道筋

Ø 2018年度のさいたま新都心の実証実験を踏まえた実用化に向けた実証実
験を，今後の本格的な実用化も睨みながら、東京オリンピック・パラリ
ンピック競技大会組織委員会や東京都オリンピック・パラリンピック準
備局などと協議を重ねている。

Ø 移動最適化システム関連技術において、2018度の実証実験に参加した民
間事業者の以下の技術が、オリパラ開催やその前後に採用される予定。

•顔認証システム：オリパラ開催期間中の関係者用ゲートに採用
•顔認証ゲート：空港パスポート・搭乗券等チェックに採用

Ø 今後も2020年のオリパラのみならず、多岐にわたる社会実用化を目指す。

連携機関

民間事業者（メーカー、警備会社、通信事業者）

問い合わせ先

内閣府 科学技術・イノベーション担当
システム社会基盤G                      TEL 03-6257-1335

移動最適化システムに関する実証実験
（２／２）

実証実験告知
ポスター

さいたま新都心のさいたまスーパーアリーナから最寄駅間において、混雑度計測・予
測に関する実証実験を行い、イベント当日運営における効果（活用可能性）を検証

2020年に
向けた取組

さいたまスーパーアリーナのAゲート周辺



取組項目 2017 2018 2019 2020 大会後のレガシー

大
会
開
催

工程表
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2018年3～4月
さ い た ま ス ー
パーアリーナに
て実証実験実施

実証実験や技術
PR等の支援

実用化への支援

リオ大会の経験を踏まえた
技術開発

公共交通機関やイベント会場等の混
雑の状況・予測を来訪者や近隣住民
がスマホなどでリアルタイムに把握、
安全で安心な滞在や生活が送れる

移動最適化シ
ステム

顔認証技術に
よるイベント
会場の入退場
システム

高いセキュリティ領域におけるID等
が不要でスムーズな入退場ができる

関連取組

「安全・安
心」を実現す
る先進的警備
システム

各種施設・イベントで
実活用・課題抽出 課題解決

あらゆるイベントにおいて効率的な
警備を実施し、より「安全・安心」
なイベント運用を実現する

社会への実用化と
実用化への支援


